
町の人　口
（41．6月末現在）

人　口　30，962
男　15，403
女　15，559
世帯数　7，082
前月との比較
人ロー107　紐帯－23

11日（－966）
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毎月1回各家庭に配布

今月の納税
今月は「固定資産税精2期分」の納税月です。

お手もの・こ届けまし程納付寮に射、役掛遠賀儲照
会郎）または福岡銀行に納めてくだきい。

納期限は7月31日までです。

納期内に納税しましょう。
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現
在
の
町
財
政
の
動
向
を
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
、
財
政
事
情
の
公
表
が
五

月
三
十
一
日
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
四
十
年
十
月

か
ら
四
十
一
年
三
月
ま
で
の
収
入
・
支
出

の
概
況
、
住
民
の
負
担
の
状
況
な
ど
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
く
わ
し
い
説

明
、
不
審
な
点
の
説
明
を
お
求
め
の
方
は

役
場
財
政
課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

収入状況

好
成
績
・
閥
税
一
軍
ｈ

感
謝
し
て
お
り
ま
す

昭
和
四
十
年
度
町
税
な
ど
の
三
月
末

に
お
け
る
収
入
率
は
、
別
表
2
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
炭
問
題
の
余
波
を
受
け
、
地
域
全

体
が
不
況
の
様
相
が
あ
る
中
で
、
特
殊

な
事
情
に
あ
る
も
の
を
除
き
、
納
税
率

は
良
く
、
町
民
み
な
さ
ん
の
我
務
感
と

艮
紙
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

収
入
状
況
の
概
要
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「

町

　

税

①
町
民
税
　
収
入
率
は
八
九
・
四

㌫
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
中
、

給
与
か
ら
嘘
捜
捜
除
さ
れ
る
給
与
所
樽

者
の
特
別
徴
収
分
は
一
（
5
耶
納
税
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
骨

通
徴
収
分
は
、
目
顔
退
職
者
分
の
納
期

限
延
長
な
ど
の
理
由
で
少
し
収
入
率
が

お
ち
て
い
ま
す
。

①
同
定
資
産
税
　
五
月
釆
現
在

で
九
六
・
八
即
が
納
税
さ
れ
て
お
り
、

収
入
率
に
つ
い
て
は
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
目
顔
の
施
設
撤
去
に
よ
る

償
都
営
魔
に
対
し
て
の
税
か
減
少
し
て

お
け
、
町
財
政
カ
を
弱
め
る
一
因
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
・

⑧
軽
自
動
車
税
　
カ
ー
ブ
ー
ム

に
の
り
、
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
所
有
者
の
変
動
、
買
い
番
が
多

く
、
そ
の
届
け
出
が
な
い
た
め
納
税
の

と
き
の
紛
糾
が
た
え
ず
、
収
入
率
も
他

の
税
目
に
比
べ
さ
か
っ
て
い
ま
す
パ

所
有
者
の
変
更
や
廃
車
し
た
と
き
は

届
け
出
を
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
課

税
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

④
た
ば
こ
消
費
税
　
水
巻
町
内

で
売
れ
た
「
た
ば
こ
」
の
本
数
に
よ
り

町
に
入
っ
て
く
る
税
で
ｒ
こ
れ
が
昨
年

の
日
成
の
↓
坑
閉
山
か
ら
退
者
の
激

増
、
町
外
へ
の
転
出
に
よ
り
、
毎
月
四

十
万
円
、
年
間
五
百
万
円
か
ら
が
減
少

し
て
お
り
、
町
財
政
に
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
て
お
り
ま
す
4

⑧
電
気
ガ
ス
税
　
五
月
末
ま
で

に
八
百
二
十
二
万
円
が
会
顧
収
入
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

④
鉱
糎
税
日
放
の
塵
肺
少
に

と
ま
な
う
出
炭
量
の
減
少
で
、
本
年
は

昭
和
三
十
九
年
度
に
比
べ
八
百
万
円
が

減
っ
て
お
り
、
た
ば
こ
消
餞
税
の
減
収

と
合
わ
せ
て
町
財
政
窮
迫
の
悪
因
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

⑦
滞
納
繰
越
分
　
三
十
九
年
度

以
前
の
滞
納
税
の
収
納
率
は
七
〇
・
四

鮮
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
な
お
四
百

二
十
万
円
が
未
収
と
な
言
い
ま
す
。

こ
の
中
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
が
そ

れ
ぞ
れ
百
五
十
万
円
を
占
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
滞
納
分
の
徴
収
に
は
町
と
し
て

も
金
力
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
．
納
税

は
町
民
と
し
て
の
鵡
務
で
あ
り
、
滞
納

者
の
脇
力
を
強
く
望
み
ま
す
。

こ
、
地
方
交
付
税

町
が
通
常
の
行
政
を
行
な
う
た
め
に

必
要
な
財
政
需
要
基
準
額
に
、
町
税
な

ど
の
収
入
だ
け
で
足
ら
な
い
額
を
国
が

交
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
十
一
月
ま
で

に
一
億
二
千
万
円
、
二
月
に
人
事
院
勧

告
に
よ
る
職
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
財

源
と
し
て
三
百
九
十
万
円
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
年
の
鳳
宵
や
特

殊
な
事
情
で
、
特
に
財
萱
の
多
い

市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
特
別
交
付
税
が

本
町
は
臼
炭
の
一
頓
閉
山
に
と
も
な
う

特
殊
事
情
で
一
王
ハ
百
八
十
万
円
を
三

月
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
分
拇
金
及
び
負
担
金

特
別
鉱
怒
排
水
ポ
ン
プ
（
仙
川
に
設

置
）
維
持
管
理
費
の
う
ち
、
そ
の
半
朝

を
白
炭
が
負
拇
し
、
残
り
を
風
肺
補
助

と
水
巻
町
、
中
間
市
で
負
担
し
て
い
る

も
の
で
す
。

四
、
使
用
料
及
び
手
数
料

使
用
料
・
手
数
料
の
鵬
濁
、
収
入
細

の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

○
町
営
住
宅
使
用
料
　
六
四
八
万
円

○
保
育
所
使
用
料

○
町
有
地
等
使
用
料

○
火
葬
場
使
用
料

○
町
民
会
館
使
用
料

○
戸
籍
等
手
数
料

○
衛
生
手
数
料

九
四
万
円

二
万
四

二
二
万
円

三
二
万
四

三
六
万
円

九
九
万
円

五
、
国
庫
支
出
金

同
席
支
出
金
で
四
月
ま
で
に
収
入
さ

れ
た
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
、

こ
の
他
に
、
約
六
百
万
円
が
曲
納
閉
鎖

時
ま
で
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

○
国
勢
調
査
負
担
金
　
　
五
四
万
円

○
保
育
所
児
意
槽
隈
費
　
〓
5
万
四

〇
義
務
教
育
負
担
金
　
　
六
一
万
円

○
炭
鉱
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
費

七
七
万
四

〇
公
営
住
宅
建
投
艶
　
七
〇
五
万
円

0
教
育
関
係
補
助
金
　
　
三
三
万
四

〇
鼠
民
年
金
警
笛
「
∴
三
八
万
四

六
、
県
支
出
金

○
県
民
税
徴
収
軍
務
蟹
一
三
〇
万
円

○
保
育
所
児
童
措
異
　
義
万
円

○
幾
囲
ト
俳
に
伴
な
う
欠
禍
補
て
ん

助
成
金
　
　
　
　
　
二
七
万
円

．
品
据
肇
。
鍔
醐

な
ど
が
主
な
も
の
で
、
こ
の
他
に
箪

二
保
育
所
確
教
補
助
費
パ
衛
生
関
係
補

助
金
な
ど
、
約
二
百
甲
言
筒
が
出
納

閉
鎖
時
ま
で
収
納
さ
れ
漣
す
。

七
、
財
産
収
入
　
　
　
　
＼

．
盟
収
入
は
、
町
有
地
紺
灘
金

が
主
な
も
の
で
つ
ぎ
の
と
か
皐
す
。

○
大
字
二
地
内
の
潮
池
百
四
守
ア
ー
ル

四
九
〇
万
円

○
旧
曲
川
敷
あ
と
な
ど

支
出
状
況

町
民
税
一
人
当
り

八
六
五
円

た
ば
こ
か
ら
の
税
金
七
〇
六
円

町
税
や
町
債
な
ど
の
住
民
の
負
担
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
…
…
。
別

表
1
を
見
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
務
見
る
と
赤
ん
坊
か
ら
お
と
し

よ
り
ま
で
、
住
民
一
人
当
り
の
町
民
税

は
八
重
ハ
十
五
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
み
な
さ
ん
が
煙
に
さ
れ
て

い
る
た
ば
こ
か
ら
の
税
金
も
七
百
六

円
、
「
た
ば
こ
消
費
税
」
が
町
財
政
に

与
え
る
影
響
の
大
き
が
わ
か
り
ま
す
。

た
ば
こ
は
、
ぜ
ひ
町
内
で
屠
っ
て
い
た

だ
昏
た
い
も
の
で
す
。

園
か
ら
冊
が
借
り
て
い
る
町
僻
の
総

額
は
約
七
千
九
百
万
円
。
住
民
一
人
当

り
二
千
四
百
九
十
八
円
、
遠
構
当
り

一
万
九
百
六
十
八
万
円
の
借
金
と
な
っ

て
い
ま
す
。

八
、
諸
収
入

町
運
用
金
利
子
、
町
税
な
ど
延
滞
金

の
他
、
円
墳
へ
の
蛮
締
少
に
伴
な
う

腰
愈
二
貰
償
還
金
、
若
松

区
か
ら
の
受
託
児
並
の
教
育
費
二
百
万

円
が
あ
り
ま
す
っ
‥

九
、
町
憺
～

四
十
年
度
に
仰
入
れ
た
町
債
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
㍉
ｒＪ

Ｏ
墾
両
帝
所
妙
、
融
資
三
〇
〇
万
四

〇
町
営
住
宅
慧
濫
二
二
〇
万
円

○
緊
就
対
等
兼
凧
・
三
〇
万
円

公
営
事
激
賛
の
支
出
ふ
軋
る

支
出
の
状
況
は
別
表
3
の
と
お
り

で
」
こ
れ
を
性
質
別
に
み
て
お
も
な
も

の
を
あ
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。全
般
的
に
み
て
、
国
の
風
気
、
刺
激

策
に
よ
る
公
共
憲
費
の
増
と
口
炭
問

題
対
策
調
の
増
が
め
だ
ち
ま
す
。

Ｈ
、
人
件
費
　
六
、
四
七
〇
万
円

満
風
、
．
各
種
番
号
偲
師
、
町
屋
、

職
展
な
ど
の
報
酬
∵
輪
料
な
ど

こ
、
物
件
費
　
三
〇
五
七
万
円

－
－
顧
那
針
観
相
璃
牒
金
と
し
て
吉

望
百
九
、
失
紫
対
策
車
離
焚

旅
輿
交
際
費
の
大
部
分
は
、
日

炭
の
企
炎
栂
少
に
伴
ぢ
う
対
策
費
が

お
も
な
も
の
で
す
。
．
て
㌧
ｌ
Ｈ

4
役
務
塑

5
備
品
騰
人
類

6
そ
の
他
′

二
三
八
万
円

三
〇
八
万
円

二
〇
〇
万
円

助
命
売
ど
。

五
、
補
助
費
等
　
八
六
〇
万
円

1
し
尿
処
理
幾
　
　
二
九
六
万
円

2
大
正
鉱
粟
関
係
傭
栖
拙
筆
に
よ

る
欠
損
補
て
ん
蛍
　
三
遠
万
円

．
3
城
川
水
利
粗
合
資
ｌ
　
四
五
万
円

4
そ
の
他
　
　
　
　
二
〇
五
万
円

六
、
公
債
費
　
　
五
六
三
万
円

轟
畑
借
入
金
忽
還
元
金
．
利
子
及

び
一
時
借
入
金
利
子
。

七
、
建
設
単
線
贅三
四
四
四
万
円

1
町
道
工
事
蹟
　
　
三
六
四
万
円

2
町
住
建
投
工
率
賓一
二
二
六
八
万
円

3
保
育
所
建
設
費
　
六
五
四
万
円

4
そ
の
他
　
　
　
　
五
八
万
円

八
、
災
害
復
旧
工
事

昨
年
九
月
の
水
害
で
被
寮
を
受
け
た

吉
田
の
三
車
返
し
十
町
道
折
尾
～
中

間
線
の
復
旧
工
轡
雪
風
の
堀
川
復

旧
工
事
と
併
行
し
て
行
な
う
た
め
、
1

3
学
校
欄
旛

4
町
住
補
償

二
三
六
万
円

二
〇
三
万
四

八
七
二
万
円

四
、
扶
助

生
活
困
窮
者

釆
見
舞
金
、

〇
四
万
四

八
三
万
円

‥
三
高
・

四
八
万
円

労
務
老
年

八
九
三
万
円

1
町
道
頃
釆
～
二
線
工
都
敢
七
二
〇
万
円

落
盤
教
習
補

2
労
務
者
年
末
手
当

3
用
地
買
収
琳
・

4
そ
の
他

七
ふ
ハ
万
円

二
八
万
円

六
九
万
円

現
在
の
町
財
政
構
樽
は
、
つ
ぎ
の

財
政
力
指
数
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
石
炭
虚
報
の
不
握
に
よ

る
税
収
の
伸
び
の
純
化
、

調
の
縫
済
高
度
成
長
に
よ

三
十
八
年
度
　
〇
．
・
四
九
〇

三
十
九
銀
鹿
．
〇
・
四
三
〇

四
十
年
度
　
〇
・
三
八
三

る
財
政
需
用
の
増
大
で
悪

化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
、
国
・
県
の
補
助
金
と

俸
金
で
あ
る
地
窟
堺
に
依

存
し
な
い
と
町
政
の
運
営

・
も
思
う
に
敷
か
せ
な
い
実

情
と
な
0
て
い
ま
す
。

財

政

力

楕

＝財政力指数＝

はっきりと感化度示す

薬

の

推

移

三
土
ハ
年
度
　
〇
・
六
八
一

三
十
七
年
度
　
〇
・
萎
空
ハ

財
政
力
指
数
と
は

壷
丁
財
収
収
入
額
（
法
に
よ

り
虎
め
ら
れ
た
税
な
ど
に
よ

る
町
の
収
入
）
轟
財
政

需
用
紺
（
町
が
全
国
市
町
村

の
平
均
な
み
の
町
政
を
行
な

う
た
め
に
必
要
な
金
額
）
で

わ
っ
た
も
の
で
、
こ
の
指
数

が
下
が
虻
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
、
地
方
交
付
税
が
必
要
な

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
年
々

悪
化
し
て
き
た
水
巻
町
財
政
力
を
は

っ
き
り
ー
表
わ
し
て
い
ま
す
。

（別表 1 ）　 昭 和 棚 年 度 町 税 等 住 民 負 担 状 況 表 ・

区．　 分 ．．今 ・・昭 僅民一人 一 世 帯 納税錦 ．・納税者→人
当りの額 1 当 りの額 務者 数 当 りの‘額

町 税　 会 計
が　 ・

．．、1 11，045．9，1・6円
3，506円 15，395円・Ｊ 二二±込 ＿＿＿∴＿二ヨヨ

個 人 町 民税
．′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

．．．2．7，402－440
、ｔ． 865 ．3，790 ．・．′8，526・． 3油14

法 人 町 民税 2．84 ．940し 11
＿ ＿＿虚数

ム」』堕し

固 定 費 魂．税
’‾‾－‾－　　1　　ｒ‘‾‾’1‾‾’‘‾‾‾－．一一ト‾
25，950，．190．－ 77 ． 14ト836

塁戯 娼 ・慧
ｌｔ

2，303．080－・
′． －・福藩 ，767・，如3

凝 自動 串税 2，265，200・・、． 942

タバ コ消蟄乳 22，350，980 70ｄ ．3，09 9 1 －

電 気 ガ ス税 8，228，806 － ー － －

鉱　 産　 税 ・ 19，698，280 1 19，69 8，280

町　　　　 債 79，114．155 2，49 8
ｆｏ：968

．　　一．

Ｃ41年3月＊現在　人口　31，671　世帯数　7，213世帯）

昭 和 4 0 年 度 一 般 会 計 収 入 状 況 表　 昭 和 4 岬 度 一 般 会 計 支 出 状 況 表

〔別 表 2 ）　　　　　 ・．．′．（単 位 千 円 ）　 （別 表 3 ）　　　　　　　 （単 位 千 円 ）

区　 分 ｌ（．遇 軋

1 町　　　 ・鰐 一渦 46 ・．

甜 淑
目 的 別 区 分

予　 算 ．

現　 髄 ．

3　 月　 釆

：魁 虹渡 題

1 甘　　 会　　 蒙 1 8 ，8 6 7 17 ，6 2 6

1 ｌ ・・3 0 ，6 9 3

3 3 Ｊ1 6 1
上 し 総　 務　 費 1 2 1 ，．3 6 7 1 15 ，9 5 6（2 ）固 定 資 産 税　 1 ｒ Ｉ前 ・

－－ ヤ
（3） 径 ・　　　　　　 1 ，6 8 0 ・ｌ ‘2 ，・0 8 6 3 0 ，1 9 7 2 7 ，33 3

た Ｉ　　　　　　　 ，　　 ，・ 9

（・5 ）電 気 ガ ス ・税 ⊥ ＿旦 旦型 二二」 ：達 顎
．4　 衛　　 生 ・・貴 2 3 ，4 6 4 2 0 ，3 7 6

（8 ）鉱　 産　　 税 2 2 ，36 5 ・21 17 1 9
5　 労 ． ・働　　 責 19 ，0 8 9 1 4 ，96 3（7 ）旧 法 に よ る 税　 ・ 1

2　 地　 方　 交　 付　 税 1 3 2 ，3 1 1

．．2

1 4 1 ，1 1 5 6　 農 林 水 ．垂 線 責

了＿　商　 工 ｌ 費

9 ，0 3 4

2 ，4 3 2

・ 8 ．3 4 1

2 ，3 4 8

．3 分 転 義 及 び 負 担 象 ＿

Ｌ 思 即 鋤 抽 攣 恕 軋

（け 便　 坦　」　 生

1 ，5 18 1 ，0 4 7

1 0．，．ｒ7 86

7 ．7 39

1 1 「テ5

8 ，3 0 7 三　　 本　 ′費
4 1 ，9 8 3 3 8 ，02 1

1 2 ）手　 葡　 料　 3 遡　 3 ，44 7

5　 国　 庫 、 出　 斎 ‾「 玩 1 9 3 「 抒 藷 前 9 ‘消　 ＿ 臥　 責 1 1 ，4 6 8 ・ｌ‘9 ，5 5 1

ー▼一ｒ▼一、4－▼ －．・・・．－・－
6　　　　　　　　　　　　 6 ，．6 6 1 4 ，96 3 10　 教　　 育　　 費 5 3 ，5 7 7 4 7 1 9 4．5・．・．・．・．・．・．・．・．・．．・．・．－．・．7　 財　 雇　 収　 入

8　 筍　 ．附　　 食
草 遜 二 二 麗 － 象 ＿

5 ．0 59 6 ，45 2 車

1 4 ，3 82 14 ，2 9 11 ．　　　 0 1 1 公 ． 債　　 貴

ｒ4 ，0 0 0 4 ，0 3 2
＿堂　 精　 重　 出 ．食

1Ｌ 艮 ＿ ＿凰 二 邁

．．．3 ，2 2 3 ・3 ．．・1 5 1

且 劇　　 収　　 入　 5 5 ，

1 1・町　　　　　　 債　 ．6 ．4 0 0

Ｉ
0 3 37 0

12　　　　 入　　 金　　　 5 0 0　　　 0 1 4　 災 ．容 復 旧 壌 1 ，5 6 1 ．1 ，4 4 8
一　 時　 借　 入　 金 ．3 6 ，5 0 0

計 3 5 0 ，9 8 1 3 2 1 ，3 5 0ー亨　 入　 会　 訂 月 面 1 蔽 3 7 0 ，6 8 4 ． ．

．～　ヽ、州

縞 聖 等 募 債 礪 告 昭和4滴 毎 活 甑 鮒 状況表 昭

賓 量 去 額 禁 昏 易 鼠 算 ．

．！按

貸 出 月 件　 数 ．金 粗 不口

．・、慧・・重

職 鰯 ．

4 ＿』 ．1 6 ｇ、．　 434，00蛸

6　且 ＿ 出仕 －．．「’’2吼 000
遠 賀

忍 金

状
潤 融

嚢 彿

謹 革

・一1．ノ．．醸 頁 ‡ 等 蒜 竪
」 ヱ」 Ｌ

ｔ．．▼4－ｌ‘．．一．ｌｌＦｌｌｌ－
‘生隻． ・308，0興 すーイ

て 縮 描 真．蘭 学 夫
．．－」Ｌ＿嵐∴ 3 5つ　　 245．0軋 ＿

低 用　ど す れ 炭．三

謂 重 要 ．慧 慧

孟 宗

‘二二匹】

紺

　ヽ 　ヽて
三 はｌ

、貿 毒・
㌧卜 間 こ

ｇｊ Ｌ 1 1 77，000

11 0 月 ’2 9
ｒ‾‾．‾Ｆ．．・．・．．．．．’▼．4′4－’‾“°‾
203，00旦

1 1 鳳 ・′4 5・・：－．　 315，0

3 4 ．‥　　 238，0

叩

00・1 2 月こ・

＿＿．主＿息 5 「 ∴ 五 000 写 来

い
畠二五 再 ・・ ・168，000

二3 且 ＿． ．2 ・料．．・ ．196湖 0 ま
す
ｅ酎　 1 3．8 3 ー‾‾▼－1【．・．‘‘・．．’．‾‾‾‘▼‾‾▼Ｔ－－

2・．6．81，000

ー＿．一ニ・Ｐ．、．．．∴，∴「∵＿．一ふ
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世
≡
≡
≡
蔓
ｌ
冒
≡
－
遅
日
ｌ
貞
莞
重
層
冊

日日日間川ＭＭＨＭｌ川川ｍＨＭ川ｌ

）－
刀
すま

ヽ
1

1

．

∨てつのま抑名のたなあ

迦
拳
法
が
改
正
さ
れ
、
新
ら
し
く
「

永
久
確
革
人
海
」
と
い
う
制
度
か
で

き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
と
、
み
な
さ

ん
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
に

つ
い
て
の
ぺ
て
み
ま
す
。

永
久
選
挙
人
名
簿
の
あ

ら
ま
し

た
だ
し
、
九
月
一
日
の
場
合
に
限

っ
て
、
遜
革
権
が
あ
る
人
か
も
れ
て

い
る
の
を
選
挙
管
理
蚕
貞
会
で
知
っ

た
と
き
は
、
職
栂
で
追
加
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

4
　
転
出
転
入
す
る
と
き
は
、
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
選
挙
管
理

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。永

久
選
挙
人
名
簿
は
八

月
二
十
六
日
か
ら
九
月

九
日
ま
で
縦
覧
し
ま
す

‥
よ
そ
の
子
に
も
注
章
を
‥

こ
ど
も
を
水
禍
か
ら
守
ろ
う

こ
ん
ど
の
妄
調
査
に
も
と
づ
い

て
、
つ
ぎ
の
全
部
に
絃
当
す
る
人
を
名

委
員
会
の
柾
明
番
が
い
る
こ
と
に
な
簿
に
登
録
し
ま
す
。

2

ＨＨＨＭＭＨＨ＝ＨＨｌ川Ｈｌｌ、

3．

い
ま
ま
で
は
、
毎
年
九
月
十
五
日

現
在
で
．
作
成
す
る
基
本
選
挙
人
名
湾

と
、
選
挙
の
た
び
に
作
成
す
る
補
充

選
挙
人
名
簿
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い

っ
た
ん
登
録
さ
れ
る
と
異
動
の
な
い

限
り
、
永
久
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

と
い
う
「
永
久
遜
拳
人
名
簿
」
の
制

度
に
変
り
ま
し
た
。

永
久
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
人
（
新
ら
し
く
選
挙
権
が
で

き
た
人
や
む
れ
た
人
）
は
、
こ
れ
か

ら
三
月
盲
と
九
月
盲
の
年
二
回

に
追
加
登
録
を
し
ま
す
。

．
追
加
登
録
に
つ
い
て
は
「
本
人
の

盟
仁
か
原
則
と
な
り
、
本
人
の
申

告
が
な
い
眼
か
追
加
登
録
さ
れ
せ
せ

ん
．

り
ま
し
た
。

5
　
こ
う
し
た
永
久
遵
挙
人
名
簿
の
効

力
は
、
こ
と
し
の
九
月
三
十
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

∵
選
挙
資
格
の
調
査
票
は

一
提
出
さ
れ
ま
し
た
か
㌣

永
久
選
挙
人
名
簿
を
作
成
す
る
た
め

の
基
本
資
料
と
し
て
、
六
月
二
十
日
現

在
で
あ
な
た
の
お
宅
に
調
査
員
が
う
か

が
い
、
家
族
会
且
の
調
査
を
し
ま
し

た
が
、
あ
な
た
の
と
こ
ろ
で
は
そ
の
綱

査
票
を
捧
出
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。も
し
繰
出
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

た
だ
ち
に
役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
し
な
い
と
應
初
の
永
久
遜
革

1
　
日
本
圃
民
で
あ
る
人

2
　
昭
和
二
十
一
年
十
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

3
　
昭
和
四
十
一
年
三
月
二
十
日
以
前

か
ら
、
水
巻
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

4
　
犯
罪
な
ど
で
遍
畿
癖
を
失
な
っ
て

．
い
な
い
人

こ
う
し
て
作
成
し
た
名
帝
は
八
月
二

土
ハ
日
か
ら
九
月
九
日
ま
で
、
役
場
で

み
な
さ
ん
に
お
見
せ
し
ま
す
。
あ
な
た

や
あ
な
た
の
家
族
が
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
、
必
ら
ず
確
施
し

て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

と
き
な
ど
は
、
縦
覧
期
間
中
に
異
議
の

申
し
立
を
し
て
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
、
梅
雨
あ
け
と
と
も
に
、
い

よ
い
よ
子
供
た
ち
が
水
を
親
し
む
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
夏
季
に
は
た

く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
水
の
事
故
で
尊

い
接
命
を
っ
し
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
折
尾
管
内
は
、
海
や
川
、

池
、
沼
な
ど
が
多
く
、
子
供
た
ち
に
は

恵
ま
れ
て
い
る
反
面
、
い
た
ま
し
い
水

の
犠
牲
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
甲
の
事
故
は
、
福
岡
県
内
で
一

〇
四
名
、
こ
の
う
ち
折
尾
管
内
は
四
名

で
す
が
、
こ
の
ほ
か
六
名
の
子
供
が
滴

れ
ま
し
た
が
発
見
が
早
か
っ
た
た
め
救

助
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
た
が
い
子
を
も
つ
親
は
も
ち
ろ

ん
、
み
ん
な
で
こ
の
痛
々
し
い
事
故
華

な
く
す
た
め
、
「
よ
そ
の
子
」
だ
と
思

わ
ず
、
危
い
と
こ
ろ
で
の
水
遊
び
に
は

注
意
を
あ
た
え
叡
し
ょ
う
。

そ
し
て
今
年
こ
そ
私
た
ち
の
ま
わ
り

か
ら
一
人
の
犠
牲
者
も
だ
き
ず
、
楽
し

い
夏
を
す
ご
す
こ
と
に
努
力
し
ま
し
ょ

う
。区　 分 幼坤 小学生 中学生高校生 一般

少年
計

県　　 内 40 36 ・11 9 7 103

好鳶管内
．2 ．2 4

区 ．分 海 川 池 ・沼 用水掘 プールその他 計

二歩」 致 20 ・ 31 24 18 4 6＿ 103

折尾管内 2 2 4

第
三
日
曜
は
家
庭
の
日

七
月
は
十
七
日

裔
少
聖
帯
心
と
し
た
、
哀

だ
ん
ら
ん
の
楽
し
い
一
日
を
す

ご
す
よ
う
に
、
心
が
け
ま
し
ょ

う。・

報
調
理
師
試
験

4
昭
和
四
十
一
年
度
閲
理
師
試
験
が
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

∵
試
験
期
日

昭
和
四
十
一
年
九
月
十
四
日

三
試
験
場

福
岡
市
城
内
二
号
監
番
、
福
岡

平
和
台
校
舎

三
顧
裔
受
付
期
間
．

七
月
十
八
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で

速

さ

蓮

ざ

Ｓ

専

漣

Ｓ

苦

さ

Ｓ

＄

違

発

電

§

Ｓ

玉

さ

Ｓ

寮

浅

薄

領

Ｓ

眉

ざ

Ｓ

告

漣

蓮

華

さ

慧

苦

さ

導

ざ

Ｂ

蓮

曇

さ

達

意

箋

薄

潔

迩

蓉

ざ

注

ぎ

官

途

蓮

蛋

違

車

忘

違

ま

Ｓ

Ｓ

癒

ざ

薫

育

「
夏
場
資
金
」
を
融
資

中
小
企
業
対
象
．
に

中
小
企
来
者
は
一
般
的
に
物
的
担
保

力
が
と
ぼ
し
く
、
金
融
機
関
に
対
す
る

借
用
力
が
低
い
た
め
、
潜
金
の
借
入
れ

が
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
、
県
で
は
中
小
企
薬
の
事

実
推
進
を
は
か
り
、
健
全
な
経
営
が
で

き
る
よ
う
に
合
理
化
資
金
、
小
口
無
担

保
、
無
保
配
人
資
金
、
季
節
資
金
な
ど

の
触
韓
制
度
轟
け
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
県
の
資
金
を
関
係
金
融
機
関

に
預
け
、
こ
れ
に
各
金
融
機
関
の
自
己

霊
を
加
え
で
資
金
を
必
要
と
す
る

中
小
企
策
者
に
間
接
的
に
貸
し
付
け
を

行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
夏
場
資
金
は
、
中
小
企
共

の
資
金
需
要
が
季
節
的
に
多
く
な
る
申

を
理
由
に
．
最
近
地
代
・
家
賃
の

値
上
げ
を
求
め
る
例
が
で
て
お
り
ま

ｌ．り′一一ＨＨ′一一．〝．′一一．‥′′一一′′′．′一一′．‥．一一日・‥一一‥・′．一一・′．・・一一日

！；びので地　す値を　　　　　　　　　－1地
代
・
家
貨
を
押
え
よ
う
と
い
う
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
固
定
資
産
税

の
増
額
は
地
代
・
家
賃
の
増
額
に
腐

び
つ
く
よ
う
な
額
葦
▲
な
く
、
理
由

固
定
資
産
税
の
増

額
と
、
家
賃
・
地

代
の
借
上
げ

固
定
資
産
税
が
増
額
さ
れ
た
こ
と

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
．
不
当
に

に
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ

ヽ

一

ｄ

，
Ｌ
Ｙ

水
巻
町
の
場
合
、
家
屋
に
対
す
る

税
金
は
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
上
っ

て
お
ら
ず
、
土
地
の
税
金
も
昨
年
と

大
差
あ
り
ま
せ
ん
。
普
通
三
・
三
ア

ー
ル
で
五
十
円
か
ら
百
円
ぐ
ら
い
の

増
額
に
し
か
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

も
し
固
蛋
産
税
の
増
額
を
理
由

に
家
賃
・
地
代
の
値
上
げ
を
求
め
ら

れ
、
不
当
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
民

生
委
員
、
行
政
相
較
属
（
頃
末
、
松

尾
高
助
氏
）
な
ど
に
ど
相
淡
く
だ
さ

い
。

元
の
時
期
に
必
要
な
短
期
資
金
嘉

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
と
く
に
本
年

は
貸
付
期
間
を
一
カ
月
間
延
長
し
、
一

企
楽
に
対
す
る
貸
付
限
度
額
百
万
円
を

二
百
万
円
に
広
げ
、
貸
付
金
利
、
保
柾

料
を
引
き
さ
げ
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ

て
い
ま
す
バ
本
年
の
夏
場
資
金
の

融
資
制
度

○
貸
付
対
象

夏
輩
金
は
、
夏
期
の
商
品
、
原
材

料
な
ど
の
仕
入
れ
、
職
員
の
賞
与
、

そ
の
他
季
節
的
な
短
期
避
紅
葉
会
で

あ
る
こ
と
。

○
貸
付
限
度
朝

一
企
稟
二
百
万
円
以
内
、
た
だ
し
粗

食
に
つ
い
て
は
一
千
万
円
ま
で
、

○
貸
付
期
間

六
月
か
ら
十
月
ま
で
五
カ
月
間

○
貸
付
利
率

日
歩
二
銭
四
庫
以
内
、
た
だ
し
借
用

金
庫
、
借
用
組
合
は
二
銭
六
属
以
内

○
借
用
保
証
料

五
十
万
円
未
満
　
日
歩
三
銭
五
毛
以

内

五
十
万
円
以
上
　
日
歩
四
度
以
内

○
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場

産
業
課
ま
た
は
町
商
森
へ
。

律
討
欄
世
帯
更
正
資
金

世
帯
更
正
貸
付
制
度
と
は
、
低
所
得

階
層
の
自
立
更
正
を
促
過
す
る
た
め
、

県
社
会
福
祉
協
棒
金
が
行
な
っ
轟
喪
で

す
4貸
し
付
け
の
対
象
と
な
る
世
帯
は
、

所
得
か
低
く
、
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
独
立
日
精
で
き
る
と
撒
め
ら

れ
、
他
か
ら
の
資
金
の
融
通
が
困
難
と

考
え
ら
れ
る
世
帯
が
眩
当
し
ま
す
。
ま

た
、
身
催
障
害
葦
帳
の
交
付
を
受
け

た
身
体
障
害
者
の
い
る
世
帯
も
貸
し
付

け
の
対
象
と
な
り
ま
す
か

こ
の
資
金
を
貸
り
た
い
人
は
、
属
生

委
風
か
役
場
厚
仕
藤
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。貸付
資
金
の
種
類
は
、
更
正
資
金
、

生
活
資
金
、
隻
粛
金
、
奨
学
顆
金
・

療
雲
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ふ・える赤痢，患者
手洗いの璃慣を．／

下
二
町
住
元

公
民
虎
が
完
成
．

下
二
町
営
住
宅
街
に
地
区
の
人
々
の
和
し
、
勉
強
を
王
染
し
む
「
場
」
と

熱
意
が
実
り
、
公
民
館
が
で
き
あ
が
り
．
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

ま
し
た
。
総
工
費
百
三
十
万
円
を
か
け
た
ス
マ

ー
ト
な
建
物
で
す
。
今
ま
で
も
各
地
区

に
公
民
館
分
館
は
あ
り
ま
し
た
が
・
．
住

宅
街
と
し
て
歴
史
の
洩
い
町
営
住
宅
街

に
こ
の
よ
う
な
施
設
が
で
き
た
の
は
始

め
て
で
す
。

地
区
の
人
々
が
連
滞
感
を
強
め
、
融

う
。現
在
、
．
き
っ
そ
く
婦
人
会
の
料
理
や

重
景
品
暫
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
会

に
、
地
区
の
人
々
の
話
し
合
い
の
会
場

に
と
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
・

町
の
社
会
教
育
施
投
の
ひ
と
つ
と
し

て
も
、
．
そ
の
活
動
が
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

会
国
各
地
で
今
年
は
例
年
に
な
く
、

赤
痢
の
発
生
が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
五
月
中
旬
ま
で
の
患
者
数
だ
け
で

二
万
人
以
上
を
首
礼
、
昨
年
同
期
の
二

倍
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
な
ど
の
管
超
の
不
注
意

が
、
し
ば
し
ば
爆
発
的
な
発
生
を
よ
ん

で
い
ま
す
が
、
今
年
は
患
者
か
ら
患
者

へ
と
接
直
に
よ
る
発
生
、
そ
れ
も
保
育

所
や
学
校
で
の
集
団
発
生
が
特
徴
と
な

っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
赤
痢
は
、
瞳
症
化
の
傾
向
に

あ
り
、
単
な
る
下
痢
ぐ
ｂ
い
に
考
え
て

十
分
な
治
療
も
せ
ず
、
菌
を
ま
魯
散
ら

ま
す
。
と
の
た
め
、
自
覚
症

健
康
保
菌
者
を
作
り
だ
し
て

し
て
い
る
例
が
多
く
、
ま
た
抗
鈍
物
封

の
乱
用
が
菌
の
発
剰
耐
性
恵
慣
て
い

一
’
ヽ
－
　
°
　
．
一
ヽ
ノ
＿
一
．
ヽ
一
ヽ
　
つ
コ
ュ
一
一
ｌ
ｒ
Ｈ
一
グ
ー
一
ユ
ゝ
ヽ
ノ
、
Ｌ
、
Ｊ

凹
、
担
出
書
類

1
受
験
願
書
　
　
　
　
二
部

2
卒
業
証
番
の
写
ま
た
は
牽
強
証

明
書
　
　
　
　
　
一
郎

3
戸
籍
抄
本
　
　
㍉
前

“

4
瞥
業
務
に
こ
年
増
上
従
顕
し

た
こ
と
を
証
す
る
藤
類
二
部

5
写
其
　
　
　
　
　
一
枚

、

6
受
験
手
数
料
罷
百
円

五
、
拭
験
科
目
＋
二

衛
生
扶
規
、
公
準
衛
生
学
、
栄
考

．
学
、
食
品
学
、
食
口
ｍ
衛
生
璧
繭

理
理
諭

銃
・
刀
剣
骨
検
査

9
　
　
－

7
・
1
　
折
尾
贅
察
署

銃
及
び
刀
剣
の
検
査
と
Ｖ
こ
れ
に
つ

い
て
の
法
令
菅
が
つ
首
の
と
お
り
に

行
な
わ
れ
ま
す
。
ｌ
　
・

こ
と
し
は
、
法
令
の
改
正
点
も
多

く
、
こ
ん
ど
銃
・
刀
剣
の
所
簡
者
が
知

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

説
明
さ
れ
ま
す
。

構
習
・
検
査
を
受
け
な
い
所
開
署

は
、
所
持
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

品
　
七
月
十
九
日
一
ｈ

九
時
～
十
四
騙

也
所
　
折
塵
芳
墨
こ

⑳
銃
・
刀
剣
は
必
・
風
砕
参
し
て
く

『

ぜ
邑
戸
象
ど
邑
星
野
と
夢
皇
－
蔓
Ｅ
Ｆ
ー
ｌ
呵

刑
　
事
つ
．

声酢虔粟虔汽虔㌔望㌔要やぎ㌔野里謹邑草監督も彗Ｉ

「たばこ」は郎内で買ってください。

「たばこ・」からの税金は町め
財政を支えています。

「たばこ十を貰うときは、－：
町内で……。

の
も

流
行
の
原
因
と
登
て
い
壌
ノ

赤
痢
は
縫
口
伝
処
痛
で
滋
か
ら
斗
予

生
施
設
の
攫
傭
と
と
も
に
∵

鳩
関
・

係
者
な
ど
の
定
期
的
な
鷺
が
必
要
で

す凍、個
人
的
に
は
．
、
礪
理
的
豪
的
、
用

便
後
の
手
洗
い
を
徹
底
し
、
ね
ず
み
、

ど
烏
ぶ
り
」
は
え
な
ど
の
駆
除
に
絡
め

る
こ
曳
肝
心
で
す
。

◎
代
人
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

選
動
場
な
ご
無
断
で

使
用
▼
し
て
Ｌ
ｌ
Ａ
い
け
ま

′
　
せ
ん

町
内
小
・
中
学
㌫
窟
動
場
や
校
舎

な
ど
を
無
断
で
使
崩
す
る
方
が
あ
り
、

学
校
が
た
い
へ
ん
困
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
運
動
場
・
牧
舎
な
ど
を
使
用

さ
れ
る
と
．
藷
は
∴
必
ら
ず
学
校
長
・
教

書
葺
会
の
絆
腎
葺
け
て
か
ら
に
し

て
く
だ
さ
空
言

ｌ両日日用日柄＝仙ｌ川ｍｌ一周日日川川Ｉ刷川仙川日日仙川‖Ｉｌｌｌ州‖仙川短日川ＩＨ仙

量目は正しく、はかりましょ

7月16日～8月15日

中葬正量取引強開月間
消費生活の合理化に
正しく確かな蟄取引を．／

Ｈ用ｌ‖ｌ用仲川岬日日仙川ｌ神明ＩＩｌ川日日朝川い日日い日脚朝川州川州川叫Ｉｌｌ

凱
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．
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【
望
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